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１２月の社協だより

　今月号の表紙は「社協まつり」です。オープ

ニングにはくまモン隊が来て、老若男女問わず大

盛り上がりでした。

　他にも当協議会が行った事業で「ふれあい交流会」

や「社会福祉士連絡会」を紹介しています。

　また、社協情報には１２月の相談日やお知らせ

等をご紹介しています。
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令 和 ５ 年 度 社 協 ま つ り
　
10
月
21
日
（
土
）
益
城
町
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
は
ぴ
ね
す
で
開
催
し
、
来
場

者
、協
力
団
体
、ス
タ
ッ
フ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
含
め
約
５
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
会

場
は
た
く
さ
ん
の
笑
い
声
と
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
く
ま
モ
ン
隊
が

登
場
し
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま

し
た
。
く
ま
モ
ン
と
触
れ
合
う
時
間
も

あ
り
小
さ
な
子
ど
も
さ
ん
だ
け
で
な
く

大
人
も
ひ
と
時
の
時
間
を
楽
し
み
ま
し

た
。
主
催
者
挨
拶
の
後
、
来
賓
を
代
表

し
て
中
川
公
則
益
城
町
議
会
議
長
に
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
地

域
活
動
発
表
で
は
、
木
山
中
１
年
生
の

田
中
陽
仁
く
ん
に
子
ど
も
防
災
士
に
つ

い
て
、
益
城
中
央
小
６
年
生
の
田
崎
莞

太
く
ん
に
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
体
験
に
つ

い
て
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
広
報
ま
し
き
５
月
号
で
掲
載

さ
れ
た
町
民
表
彰
で
当
協
議
会
か
ら
推

薦
し
た
２
団
体
（
手
話
ダ
ン
ス
フ
レ
ッ

シ
ュ
ま
し
き
、
た
ん
ぽ
ぽ
）
を
改
め
て

会
場
で
表
彰
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
教
室
や
屋
外
で
も
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
昔
遊
び
コ
ー
ナ
ー
や
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
鉄
道
模

型
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体
験

な
ど
様
々
な
催
し
を
行
い
、各
コ
ー
ナ
ー

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

社
協
ま
つ
り
を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た

ス
テ
ー
ジ
部
門

開会式前会場は立ち見もでるほどの満員に

表彰を受けた「たんぽぽ」の野口さん

最後にはお楽しみ抽選会を行いました 表彰を受けた「手話ダンスフレッシュましき」の皆さん 子ども防災士田中陽仁くんの発表

赤ちゃんハイハイ競争には多くの子どもたちが参加してくれました 中国の武術が発祥の華架拳をステージで披露されました
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令 和 ５ 年 度 社 協 ま つ り
体
験
・
展
示
部
門

物
品
販
売
、
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー

フラワーアレンジメント体験

「ＢＵＬＢＹ」のかき氷は寒い中でも大人気でした

シルバー人材センターの野菜販売 そよかぜ福祉作業所の物品販売

折り紙の体験 シルバー人材センター増田さんの鉄道模型 「お話の部屋べんがら」の読み聞かせ

イートインコーナーも大変にぎわいました

老人会の昔遊びコーナーでは竹馬や水鉄砲などを製作

　
一
部
の
ご
紹
介
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
他
に
も
多
く
の
団

体
・
個
人
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多

く
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
社
協
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
収

益
金
５
万
３
５
１
２
円
は
共
同

募
金
と
し
て
寄
付
し
て
い
ま
す
。
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認 知 症 事 業
地域福祉課

認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
誕
生

紙芝居を使って説明しています

津森小学校５年生の皆さん

　
10
月
４
日
（
水
）
津
森
小
学
校
、
13

日
（
金
）
広
安
小
学
校
、
26
日
（
木
）

広
安
西
小
学
校
の
５
年
生
を
対
象
に
、

認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
行
い
ま
し
た
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ

ト
（
認
知
症
に
つ
い
て
の
講
師
役
）
と

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
訪
問
し
、
一
緒
に

講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　「
認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と

は
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見

守
り
、
声
か
け
や
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助

け
が
で
き
る
方
た
ち
を
指
し
、
益
城
町

で
は
小
学
５
年
生
を
対
象
に
行
っ
て
い

ま
す
。「
認
知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
益

城
町
」
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
一
人
一

人
の
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を

持
つ
こ
と
、
偏
見
を
な
く
す
こ
と
、
温

か
く
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

高
齢
者
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な

る
恐
れ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
中
、

自
分
た
ち
の
家
族
だ
け
で
な
く
地
域
の

方
の
見
守
り
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
児

童
の
皆
さ
ん
も
自
分
や
家
族
の
こ
と
と

し
て
耳
を
傾
け
、
考
え
て
い
た
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

地 域 サ ロ ン
地域福祉課

合
志
市
上
須
屋
の
サ
ロ
ン
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た

上須屋いきいきサロンの方たちと一緒に体を動かしました

　
10
月
25
日
（
水
）
に
合
志
市
学
習
セ

ン
タ
ー
及
び
合
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
、
益
城
町
地
域
サ
ロ
ン
代
表
と
今
後

サ
ロ
ン
の
担
い
手
と
な
る
応
援
隊
15
名

で
伺
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
上
須
屋
い

き
い
き
サ
ロ
ン
が
百
歳
体
操
を
実
施
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
ボ
ー
ル
や
タ
オ
ル
を
使
っ
て
体
操
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
合
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
市
社
協
の
役
割
や
取
り
組
み
、
サ
ロ

ン
活
動
の
現
状
説
明
後
、
３
組
の
サ
ロ

ン
代
表
者
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。「
サ
ロ
ン
活
動
を
通
し
て
共
通
す

る
と
こ
ろ
や
合
志
市
独
自
の
取
り
組
み

な
ど
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
今
後

の
地
域
サ
ロ
ン
に
役
立
つ
情
報
を
習
得

で
き
た
」
と
の
参
加
者
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。

合志市上須屋地区のサロン視察に行ってきました！ 質問をして意見交換しました



会員紹介
～タスキ～

５

社
会
福
祉
士
連
絡
会

在
宅
福
祉
課

講師の松岡さん

会
員
登
録
の
き
っ
か
け

　
健
康
維
持
の
た
め
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
無
理
な
く
で
き
る
仕
事
を
探
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
会
員
募
集
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
登
録
し
ま
し
た
。

活
動
を
と
お
し
て
思
う
こ
と

　

自
分
の
体
調
に
合
わ
せ
て
無
理
の
な

い
範
囲
で
作
業
を
続
け
て
い
ま
す
。
夏

場
は
体
力
的
に
自
信
が
な
い
の
で
休
み
、

調
子
の
良
い
時
に
週
に
２
日
～
３
日
程

度
、
個
人
宅
の
除
草
作
業
や
農
家
さ
ん

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
緒
に
活
動
す
る
会
員
が
同
級
生
で
、

休
憩
時
間
の
昔
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

趣
味

　
毎
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
趣
味
で

す
。
近
所
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
歩
く

の
が
好
き
で
す
。
最
近
は
朝
焼
け
が
き

れ
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と

　
健
康
維
持
に
努
め
、
地
域
の
中
で
長

く
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

【
会
員
募
集
】

　
現
在
、
個
別
入
会
説
明
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

☎
０
９
６
‐
２
８
９
‐
６
０
９
２

2023/12社協だより

高
年
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

第７回社会福祉士
連絡会開催

No.41

士
浦
武
士
さ
ん

所
属
／
一
般
作
業
班

除草作業に汗を流す士浦さん

　
10
月
31
日
（
火
）
に
町
内
の
事
業
所

に
所
属
す
る
社
会
福
祉
士
を
対
象
と
し

て
、第
７
回
社
会
福
祉
士
連
絡
会（
以
下
、

連
絡
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
連

絡
会
は
、
社
会
福
祉
士
の
分
野
を
越
え

た
連
携
や
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
当
日
は
高
齢
者
施

設
、
児
童
福
祉
施
設
、
障
が
い
者
施
設
、

医
療
機
関
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

行
政
か
ら
19
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
広
安
愛
児
園
の
松
岡
孝
幸
氏

よ
り
「
児
童
養
護
施
設
の
現
状
と
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
役
割
」と
い
う
テ
ー

マ
で
、
児
童
養
護
施
設
と
児
童
虐
待
の

現
状
、
松
岡
氏
が
担
っ
て
い
る
家
庭
支

援
専
門
相
談
員
の
役
割
等
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
回
の
連
絡
会
を
通
し
て
、
児
童
虐

待
に
至
る
背
景
に
は
様
々
な
要
因
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
だ
け
を
支
援
の

対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
保
護
者
の
抱

え
る
困
難
に
も
寄
り
添
う
必
要
が
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
困
難
な

講義の様子

状
況
に
あ
る
家
庭
を
支
え
る
た
め
に
、

「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
た
め
に
」

と
「
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
む
」
と

い
う
社
会
的
養
護
（
養
育
）
の
視
点
が

大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
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ふ れ あ い 交 流 会
地域福祉課

楽
し
い
時
間
で
交
流
を
深
め
ま
し
た

１０月３日（火）広安西・津森校区（ミナテラス）

健康保険課の感染症に負けない体づくりの話

１０月３１日（火）飯野・木山校区（飯野分館）

　
町
内
在
住
の
１
人
暮
ら
し
高
齢
者
を

対
象
に
講
座
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
を
行
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
参
加
者
同
士
の
交
流

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
２
校
区
ず
つ
３
回
に
分
け

て
開
催
し
ま
し
た
。
益
城
町
役
場
健
康

保
険
課
健
康
増
進
係
に
よ
る
「
感
染
症

に
負
け
な
い
体
づ
く
り
」
講
座
で
は
、

日
頃
か
ら
感
染
症
に
か
か
に
く
い
予
防

や
対
策
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
熊
本
県
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
連

盟
理
事
の
大
村
詠
一
先
生
に
よ
る
体
操

で
は
、
普
段
動
か
す
こ
と
が
な
い
身
体

の
動
き
や
筋
肉
を
動
か
し
ま
し
た
。
今

回
参
加
の
声
か
け
を
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
民
生
委
員
児
童
委
員
の
紹
介
、
ラ

ス
ト
は
み
ゆ
き
＆
お
ー
と
る
ず
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
で
懐
か
し
い
歌
ば
か
り
で
皆

さ
ん
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
ふ
れ
あ
い
交
流
会
は
終
始
笑

い
声
が
絶
え
ず
、
会
場
は
盛
り
上
が
り

楽
し
い
時
間
を
と
も
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
人
と
の
交
流
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

多くの方に参加していただきました

懐かしい歌や自作曲を披露した「みゆき＆おーとるず」

１０月１１日（水）広安・福田校区（はぴねす）
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当
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
相
談
日

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◇
も
の
忘
れ
相
談
室

　
認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
の
解
決
を
一

緒
に
考
え
、
医
療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
、

必
要
な
機
関
に
ご
紹
介
す
る
相
談
室
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

相
談
日
／
12
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　

①
13
時
30
分
か
ら　

②
14
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

③
15
時
30
分
か
ら

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

　
　
　
（
住
所
／
益
城
町
宮
園
７
０
２
）

※ 

事
前
予
約
制
で
す
。

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

　
ひ
き
こ
も
り
は
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
対
人

交
流
や
社
会
的
な
参
加
の
場
が
、
長
期
に
わ
た

り
少
な
く
な
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。
長

く
続
く
と
ひ
き
こ
も
り
状
態
か
ら
抜
け
出
し
に

く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
せ
ん

か
。
ご
家
族
や
知
り
合
い
の
方
か
ら
の
相
談
も

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

◇
心
配
ご
と
相
談

　
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
ご
と
か
ら
、

土
地
や
相
続
な
ど
の
法
律
に
関
す
る
こ
と
ま
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※ 

予
約
不
要
（
相
談
対
応
中
の
場
合
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

日
時
／
毎
週
水
曜
日

　
　
　

10
時
か
ら
12
時
、
13
時
か
ら
15
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
Ｄ

　
　
　

 

住
所
（
益
城
町
宮
園
７
０
２
）

※ 

相
談
員
は
左
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
変
更
に
な
る
場

　

合
も
あ
り
ま
す
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）

　
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
悩

み
ご
と
や
困
り
ご
と
を
受
け
止
め
、
支
援
機
関

と
の
連
携
や
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
な
が

ら
困
り
ご
と
の
解
決
を
目
指
す
地
域
の
身
近
な

相
談
員
で
す
。

　
ご
相
談
を
包
括
的
に
受
け
止
め
て
ご
本
人
や

ご
家
族
と
困
り
ご
と
の
解
決
に
向
け
て
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

◇
職
員
募
集
（
正
規
職
員
）

採
用
人
数
／
１
名
（
長
期
勤
続
に
よ
る
キ
ャ
リ

ア
形
成
の
た
め
39
歳
以
下
）

採
用
年
月
日
／
令
和
６
年
４
月
１
日

業
務
内
容
／
事
業
全
般
及
び
事
務

必
要
な
資
格

　
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
社
会
福

祉
主
事
任
用
資
格
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
者
（
令
和
６
年
３
月
取
得
見
込
み
の
者
含
む
）

試
験
方
法
／
書
類
選
考
、
筆
記
及
び
面
接
試
験

申
込
方
法
／
当
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
／
総
務
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
お
知
ら
せ

　
先
月
号
（
11
月
号
）
掲
載
に
一
部
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

・
２
ペ
ー
ジ
地
域
サ
ロ
ン
左
下
写
真
説
明
文

　
誤
　
惣
領
２
町
内
わ
か
ば
会

　
正
　
広
崎
２
町
内
わ
か
ば
会

・
７
ペ
ー
ジ
社
協
情
報
の
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

　
誤
　
締
切
／
10
月
17
日
（
金
）

　
正
　
締
切
／
11
月
17
日
（
金
）

　
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
こ
と
を
こ
の
場
を
も
っ
て
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

日　程 専門相談員 相談員

１２月６日（水） 松尾英美
（司法書士）

冨田幸子
（民生児童委員）

１２月１３日（水） 松尾英美
（司法書士）

森田俊彦
（人権擁護委員）

嶋田幸代
（民生児童委員）

１２月２０日（水） 松尾　一
（行政相談委員）

野口泰喜
（人権擁護委員）

森田恭子
（民生児童委員）

１２月２７日（水） 松尾　一
（行政書士）

遠山美智子
（消費者地域相談員）

有馬陽子
（民生児童委員）

１月３日（水） 年末年始休暇のため休み

問／在宅福祉課
　　☎ 096-214-5566



ロ
　町内の各地域サロンでは、高齢者をはじめ地域の人たち
が楽しく集まる空間づくりが盛んに行われています。また
介護予防の取り組みや閉じこもりの防止、見守り、仲間づ
くり、社会参加を目的とした活動などを行っています。
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〒 861-2233 熊本県上益城郡益城町惣領１４７０
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ＴＥＬ /096-214-5566　ＦＡＸ /096-214-5567
ホームページ　https://www.mashiki-shakyo.or.jp/

　誰もが安心して暮らせるまちづくりを支えて
いる活動を紹介します。

場所／安永１・２公民館／日時／毎月第３木曜日 １０時

行政区別福祉座談会

～つながる地域・住みよいまち～

安永１町内元気サロン 市ノ後サロン青空

木山下辻団地サロンほほえみ会 川内田朝来サロン

場所／木山下辻団地集会所／日時／毎月第２木曜日 ９時３０分

No.309

2023/12社協だより

地域サ ン

◀

２０２３年

12月

場所／川内田公民館／日時／毎月第３金曜日 １０時

　前年度（令和４年度）より継続して行政区別での福祉座談
会を開催しています。前年度は、６８行政区ある中で１３行
政区を対象に開催しました。今年度は、２５行政区を予定し
ています。
　区長、民生委員、高齢者相談員、地域の見守り活動をされ
ている方等に参加いただき、ＣＳＷ（コミュニティソーシャ
ルワーカー）事業の周知と、地域の身近な事例に添って世帯
の課題や支援方法を一緒に考えることで、地域での見守りや
連携体制を考える機会になればと企画し、開催しています。

場所／市ノ後公民館／日時／毎月１日 １０時

１０月は下砥川地区で開催しました

地域を支えるふくしの輪地域を支えるふくしの輪


